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次世代機器絶縁

［目的］

近い将来見込まれている電力流通設備のリプレース需要に合わせて、環境調和とメンテナンスフリー化を実

現する次世代機器絶縁技術を提供する。

［主な成果］

・SF6ガスに代わる環境負荷低減ガス絶縁媒体として、N2およびCO2について雷過電圧に対する絶縁破壊電

圧特性を解明し、これらを適用したガス絶縁開閉装置の絶縁設計に資する試験電圧決定手法を確立した。

電磁環境評価

［目的］

電力の供給者と利用者双方の利便性と信頼性の確保を図るため、直流からGHz帯域における放射および伝

導の電磁現象の評価手法を確立する。

［主な成果］

・商用周波磁界による生体影響評価のために、さまざまな磁界の特性に対応する人体内誘導電流評価プログラ

ムを開発した。これと既開発の電力設備周辺の磁界計算プログラムを融合した統合ツールを開発した。

・商用周波磁界による生体影響に対する国の施策決定に資するために、磁界強度に関して、立ち上がりケーブ

ルおよび路上変圧器周辺の分布特性と、全国4箇所における送電線や配電線からの季節変動を明らかにした。

レーザー・フォトン応用計測科学

［目的］

設備診断や運転状況把握を的確に行うための物体深部計測・診断技術やレーザー誘起ブレークダウン分光技

術（LIBS）などの要素技術を開発する。

［主な成果］

・配管内面の減肉を、現場で外部から計測できる放射線透過検査（RT：Radiographic Test）技術を開発する

ため、Tキューブレーザーによる小型X線発生装置の電子の加速条件と、最適な検出装置（シンチレータ）

の条件を明らかにした。

・水素ガスなどの大気中漏洩ガスの可視化技術として、レーザー光による反ストークスラマン散乱光を利用し

た水素ガス可視化技術を開発し、2ml/分以上の漏洩量を画像化できることを明らかにした。本手法は水素

ガス以外の分子性ガスにも適用できる。

7．エネルギー技術研究所
火力発電の運用・保守技術

［目的］

新種液体燃料の基礎燃焼特性の把握、燃焼基盤技術の確立、既設火力高温機器を対象とした信頼性評価ツー

ルの開発を行い、火力発電の運用・保守技術の高度化に資する。

［主な成果］

・パーム油など新種液体燃料に関する調査を行うとともに、パーム油燃焼実験に向け、既設基礎燃焼実験装置

の液体燃料評価バーナの改良を行った（図8）。

・ボイラ管のクリープ、亀裂進展などを対象とする解析的な簡易余寿命評価法について、当研究所に蓄積され

た知見を体系化し、総合報告をとりまとめた。

図8 パームメチルエステル（PME：パーム油とメタノールを反応させてエステル化し，粘性や引火点などを

下げた燃料）燃焼時の火炎の状況

　バーナ外周が青炎となり，

ススの堆積は，ほとんどな

かった。 

（空気温度：400℃，燃料温

度：52℃，燃料圧力：0.69 



燃料改質と環境保全技術

［目的］

低品位燃料の改質や石炭灰の改質に関わる基盤技術の開発、揮発性微量物質等の除去技術の開発を行い、燃

料多様化および環境保全に資する。

［主な成果］

・低品位炭の効率的利用の促進に向け、褐炭を超臨界水で改質し、メタノールなどの低級炭化水素やフェノー

ルクレゾールなどのフェノール類が生成することを確認した。

・セラミックハニカムにセリア酸化物触媒を担持した揮発性有機化合物（VOC）分解モジュールを試作し、

印刷、塗装工程等で排出されるトルエンについて、250℃で95%以上の分解率が達成でき無害化できること

を明らかにした。

高効率エネルギー変換技術

［目的］

将来の高効率エネルギー変換技術の基盤となる、燃料電池技術、燃料クリーン化技術、ヒートポンプ冷媒伝

熱技術、蓄熱技術、ならびに各種エネルギーシステムの評価技術の開発を行う。

［主な成果］

・将来の高効率発電システムの探索・可能性評価、各種燃料電池発電技術の評価およびMCFC単セルの低コ

スト製造に関する基礎技術を開発した。

・ヒートポンプ・伝熱技術、蓄熱技術および乾式ガス精製技術に関する要素技術の評価を行った。

8．材料科学研究所
水素基盤技術

［目的］

水素製造・輸送、貯蔵・利用に関わる新規技術に対応し、水素社会実現時の電気事業大としての取組みを明

示する。

［主な成果］

・エネルギー技術評価のために当研究所で開発した「日本版水素エネルギーモデル」を用いて、エネルギーシ

ステム全体の中で、水素技術の経済性・環境性・エネルギーセキュリティなどについて競合技術と合わせて

水素技術の役割について評価した。

・量産されている安価な金属が使用可能な600℃付近で高出力密度化を目指すSOFC（セラミックリアクター）

の開発において、単セル加圧評価を行い、高い燃料利用率条件において、加圧条件（～0.7MPa）で高い出

力密度を得た。また、銀ナノ粒子コーティング技術を開発し、空気極材料に応用した結果、高効率運転が可

能な低電流領域で未コーティングセルに比べ出力密度が1.8倍に向上した。

構造材料評価

［目的］

構造材料評価の側面から、火力原子力発電材料に関する諸問題の解決に貢献するため、強度特性の把握、寿

命評価法および腐食低減技術の開発を行う。

［主な成果］

・ガスタービン動翼材料であるNi基多結晶超合金および一方向凝固超合金の多軸疲労寿命評価法を提案し、

その妥当性を検証した。また、1300℃級ガスタービン初段動翼の寿命評価がパソコン上で実施できる簡易

寿命評価プログラムを開発した。

・新型原子炉の健全性評価法の開発に向け、高クロム鋼長時間クリープ疲労試験データの取得および構造健全

性評価システムの基本設計を実施した。

水化学管理技術

［目的］

水化学技術の高度化と標準化により、被ばく低減による軽水炉のコスト低減と水化学の観点からのSCC対
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